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ま
す
。

□
期
間　

９
月　

日�
ま
で

３０

□
対
象　
　

歳
―　

歳
の
方

４０

７４

□
申
し
込
み
方
法　

▽
国
保
加
入

者
＝
市
民
課
か
ら
誕
生
月
別
に
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
。
受
診
券
が

届
い
た
ら
、
市
内
の
医
療
機
関
か

集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。　
 
▽
国
保
以
外
の

加
入
者
＝
医
療
保
険
か
ら
特
定
健

康
診
査
に
関
す
る
案
内
が
届
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
医
療
保
険
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
被
扶
養

者
も
含
み
ま
す
）。

　
　

市
民
課
保
険
係
（
内
線
１
４

７
・
１
４
８
）

　　

米
作
に
対
し
て
所
得
を
補
て
ん

し
、
経
営
の
安
定
を
図
る
米
の
モ

デ
ル
事
業
と
、
麦
や
大
豆
、
新
規

需
要
米
な
ど
の
生
産
を
拡
大
し
、

食
糧
自
給
力
を
上
げ
る
自
給
力
向

上
事
業
が
、
本
年
度
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
食
料
自
給
率

の
向
上
と
、
農
業
と
地
域
を
再
生

す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
　

農
業
振
興
課
（
内
線
５
４

１
）、
恵
那
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー�

２
６
―
２
９
８
２
、
恵
南
ア
グ
リ

セ
ン
タ
ー�
５
６
―
２
１
７
１

日
曜
日
を
除
く
）

□
と
こ
ろ　

岩
村
振
興
事
務
所
・

学
校
教
育
課
前
ロ
ビ
ー

　
　

教
育
研
究
所�
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
２
３
９
）

　

第
２
の
人
生
を
新
た
な
気
持
ち

で
築
く
定
年
塾
を
開
催
。
定
年
後

の
男
女
の
あ
り
方
や
楽
し
い
生
活

を
続
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
緒
に
考

え
、
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
定
員　
　

人
２０

□
活
動
内
容　

塾
の
企
画
・
運
営

□
締
め
切
り　

６
月　

日�
３０

　
　
　
　
「 
男  
女 
の
わ
」
ネ
ッ
ト

ひ 

と

ワ
ー
ク
事
務
局
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
内
）（
内
線
６
３
７
）

　　　

特
定
健
康
診
査
で
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
に
着
目
し
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
重
症
化
を
防
止
し

　

Ｊ
Ｒ
恵
那
駅
前
の
観
光
案
内
所

タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
恵
那
で
は
、
市
の

観
光
拠
点
と
な
る
観
光
物
産
館
を

計
画
。
そ
の
開
設
に
当
た
り
、
親

し
ま
れ
る
物
産
館
を
目
指
し
て
、

施
設
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

□
応
募
方
法　

は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
で
、
①
愛
称
（
漢
字
の
場
合
ふ

り
が
な
）
②
愛
称
に
つ
い
て
の
簡

単
な
説
明　

③
郵
便
番
号　

④
住

所　

⑤
氏
名　

⑥
電
話
番
号
―
を

記
入
の
上
、
申
し
込
む
。

□
締
め
切
り　

６
月　

日�
２１

□
景
品　

当
選
者
の
１
人
に
は
、

「
ト
コ
ト
コ
恵
ち
ゃ
ん
ツ
ア
ー
ペ

ア
チ
ケ
ッ
ト
」
を
、
応
募
者
の
中

か
ら
抽
選
で　

人
に
「
恵

１０

那
市
特
産
品
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
０
１

恵
那
市
大
井
町
２
８
６
―
２
５　

�
恵
那
市
観
光
協
会
「
タ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
恵
那
観
光
物
産
館
愛
称
募

集
」
係�
２
５
―
４
０
５
８�
２

０
―
０
４
３
３
、
商
工
観
光
課
観

光
交
流
室
（
内
線
５
３
１
）

　

県
で
は
、
消
費
生
活
の
基
礎
的

な
知
識
を
学
ぶ
た
め
、
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

□
と
こ
ろ　

多
治
見
市
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー
（
東
濃
会
場
）

□
定
員　
　

人
５０

□
と
き　

７
月　

日�
午
前　

時

３１

１０

―
午
後
４
時

□
締
め
切
り　

７
月　

日�
（
必

２４

着
）

□
対
象　

消
費
者
問
題
な
ど
に
関

心
が
あ
る
方
。
将
来
消
費
生
活
相

談
員
に
な
ろ
う
と
す
る
方
。
生
活

な
ど
に
知
識
を
生
か
し
た
い
方
。

□
受
講
料　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

①
氏
名　

②

電
話
番
号　

③
会
場
名
―
を
記
入

し
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む
。

　
　
　
　

〒
５
０
０
―
８
５
７
０

岐
阜
市
藪
田
南
２
―
１
―
１
県
環

境
生
活
政
策
課
消
費
生
活
担
当

「
消
費
生
活
講
座（
入
門
コ
ー
ス
）」

係�
０
５
８
―
２
７
２
―
８
２
０

４�
０
５
８
―
２
７
８
―
２
６
０

５�

c11260@
pref.gifu.lg.jp

　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
名
古
屋

国
税
局
税
務
職
員
（
高
校
卒
業
程

度
）
を
募
集
し
ま
す
。

□
受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

□
申
し
込
み
期
間　

６
月　

日�
２２

―　

日�
２９

□
試
験
日　

９
月
５
日�
（
第
一

次
試
験
）

　
　
　
　

名
古
屋
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
係�
０
５
２
―
９
５
１

―
３
５
１
１
（
内
線
３
４
５
０
）

　　

来
年
度
か
ら
、
小
学
校
の
教
科

書
が
変
わ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会

で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
広
く
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

新
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

６
月　

日�
―
７
月
１

１８

日�
午
前
９
時
―
午
後
５
時（
土
・

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

個
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対

策
事
業
が
始
ま
り
ま
す

募
集

観
光
物
産
館
の
愛
称

作
家
西
田
小
夜
子
が
応
援

す
る
定
年
塾
の
ス
タ
ッ
フ

消
費
生
活
講
座
（
入
門
コ
ー

ス
）
の
受
講
生

名
古
屋
国
税
局
の
職
員

６
月
か
ら
特
定
健
康
診
査

が
始
ま
り
ま
す

採
択
に
向
け
て

小
学
校
の
教
科
書
の
意
見

案
内

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

問
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き
出
す
受
注
倍
増
計
画
を
立
案
す

る
全
６
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

□
と
き　

７
月
５
日�
午
後
７
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所
３

階
会
議
室

□
講
師　

松
雪
文
彦
氏
（�
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
代
表
）

□
内
容　

受
注
倍
増
塾
の
説
明
と

経
営
革
新
承
認
事
例
な
ど

□
対
象　

新
し
い
取
り
組
み
で
経

営
を
改
善
し
、
企
業
の
再
建
を
目

指
す
方
。
経
営
革
新
計
画
を
作
成

し
、
知
事
の
承
認
を
目
指
す
方
。

既
存
事
業
を
底
上
げ
す
る
戦
略
プ

ラ
ン
を
具
体
化
し
た
い
方
な
ど
。

　
　
　
　

恵
那
商
工
会
議
所
中
小

企
業
相
談
所�
２
６
―
１
２
１
１

　

市
が
行
う
創
造
的
で
ほ
か
の
市

町
村
の
模
範
と
な
る
、
先
導
的
な

地
域
づ
く
り
に
、
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金
。
昨
年
度
は
、
次
の

事
業
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

□
補
助
額　

▽
Ｄ
Ｍ
Ｖ
実
証
実
験

事
業
＝
５
３
０
万
円　

▽
観
光
総

合
ガ
イ
ド
２
０
０
９
作
成
事
業
＝

２
５
０
万
円　

▽
ま
ち
づ
く
り
基

本
調
査
事
業
（
正
家
第
２
地
区
）

＝
２
３
０
万
円

　
　

財
務
課
財
政
係（
内
３
５
４
）

１
２
（
内
線
２
２
６
）

　

第
６
回
市
消
防
協
会
消
防
操
法

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
本
年
度
は

小
型
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
大
会
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
会
場

で
、
消
防
団
員
に
熱
い
声
援
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
来
年

度
は
、
同
じ
会
場
で
県
消
防
操
法

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

□
と
き　

６
月　

日�
午
前
８
時

１３

　

分
３５□

と
こ
ろ　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

※
会
場
周
辺
の
駐
車
場
が
混
雑
す

る
の
で
、

乗
り
合
わ

せ
の
上
、

係
員
の
指

示
に
従
っ

て
く
だ
さ

い
　
　

市
消

防
本
部
消
防
課�
２
６
―
０
１
１

９
（
内
線
２
５
１
）

　

市
観
光
大
使
の
嶺
陽
子
さ
ん
や

小
沢
亜
貴
子
さ
ん
を
迎
え
、
歌
謡

祭
を
メ
ー
ン
に
、
布
ぞ
う
り
飛
ば

し
大
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

６
月　

日�
、　

日�

１９

２０

午
前
８
時
半
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

サ
ン
ホ
ー
ル
く
し
は

ら
、
マ
レ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
周
辺

□
内
容　

▽　

日
＝
マ
レ
ッ
ト
ゴ

１９

ル
フ
大
会
、
布
ぞ
う
り
飛
ば
し
大

会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会　

▽　
２０

日
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

歌
謡
祭
（
カ
ラ
オ
ケ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
）、
も
ち
投
げ
、
さ
さ
ゆ
り
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
撮
影
会

※
内
容
に
よ
り
参
加
料
が
必
要

　
　

串
原
振
興
事
務
所�
５
２
―

２
１
１
１

　

目
に
つ
い
て
心
配
な
方
の
学
習

や
、
生
活
支
援
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
視
覚
障
が
い
理

解
の
た
め
の
学
習
会
、
点
字
体
験

教
室
な
ど
も
行
い
ま
す
。

□
と
き　

６
月　

日�
午
前　

時

２６

１０

―
午
後
３
時
半
（
受
け
付
け
午
前

９
時
半
）

□
と
こ
ろ　

中
公
民
館

□
内
容　

▽
午
前
の
部
＝ 
視
覚

障
が
い
に
つ
い
て
の
学
習
会
、
歩

行
体
験
、
盲
導
犬
体
験
な
ど　

▽

午
後
の
部
＝ 
個
別
の
相
談
会

□
料
金　

無
料

□
締
め
切
り　

６
月　

日�
（
電

１４

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
）

　
　
　
　

県
立
岐
阜
盲
学
校
見
え

方
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー�
０
５

８
―
２
６
２
―
１
２
７
１�
 
０

５
８
―
２
６
２
―
２
８
５
４

　　
 
受
注
倍
増
塾
（
経
営
革
新
塾
）

の
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

暗
黙
知
を
公
開
知
へ
変
化
さ
せ
、

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
自
社
の
知
恵
と
活

用
資
源
を
公
開
し
て
、
顧
客
の
顕

在
ニ
ー
ズ
か
ら
潜
在
ニ
ー
ズ
を
導

　

市
内
８
中
学
校
の
代
表
生
徒

が
、
社
会
や
世
界
に
向
け
て
意
見

や
未
来
へ
の
希
望
、
提
案
な
ど
、

熱
い
思
い
を
発
表
。
市
少
年
少
女

合
唱
団
の
発
表
も
あ
り
ま
す
。

□
と
き　

６
月　

日�
午
後
２
時

１９

―
４
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金　

無
料

　
　

社
会
教
育
課�
４
３
―
２
１

「広重描く東海道」
6 /16 �～７/１９�
�

企画展

　平成20 年度に新収蔵した「東海道五拾三次」を、
全点 揃 い（56点）で初お披露目する展覧会です。

そろ

歌川広重

東海道五拾三次　原

天保（１８３０-４４）後期

６月６日�、７月４日�は、市民の日（市民に限り

観覧料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」

とお伝えください)

　　中山道広重美術館�２０-０５２２

▲小型ポンプ操法の放水風景

案
内

平
成　

年
度
県
市
町
村
振

２１

興
補
助
金
を
活
用

第
６
回
市
消
防
操
法
大
会

串
原
に
集
ま
れ

さ
さ
ゆ
り
の
里
ま
つ
り

目
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

戦
略
プ
ラ
ン
を
具
体
化

受
注
倍
増
塾
の
事
前
説
明
会

中
学
生
が
発
表

第
６
回
少
年
の
主
張
大
会

問

問

申
・
問

申
・
問

問

問

問


